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＜参考＞「未来をつくるユース会議」開催結果 

１ 開催概要  

会 場 日 時 場 所 参加人数 

尾張会場 

2020年 12月 19日（土） 

午後２時から 

午後４時 30分まで 

名城大学附属高等学校 

 １号館 ８階 大会議室 

 （名古屋市中村区新富町 1-3-16） 

43名 

名城大附属高校 41名 
愛知高校 2名 

三河会場 

2021 年３月 15日（月） 

午前 10時 55分から 

午後 0時 45分まで 

岡崎城西高等学校 

 中央棟 ３階 第１学習センター 

 （岡崎市中園町川成 98） 

36名 

岡崎城西高校 36名 

２ テーマ 

「グローバル社会で活躍するために」 

３ 会議内容 

 
主な活動内容 

導  入 

世界や日本の人口推移について共通の認識を持ち、グローバルに活躍するとはど

ういうことなのかの認識を深めるとともに、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達

成に向けた取組の必要性について紹介。 

グループ

ワーク 

「グローバルな視点を持って、あなたのグループでは世界の課題解決のために何

をしますか」をテーマに、グループごとにＳＤＧｓのアジェンダのうち１つを選び、

なぜその活動が必要とされているのか、活動内容とその活動によって得られる効果

についてグループワークを実施。 

発  表 
グループごとに、模造紙、画用紙、パワーポイント等を使用して提言を発表。発

表後は他のグループからの質問や意見を受け付けた。 

４ 高校生の提言 

（１）尾張会場 

グループ アジェンダ 提言内容 

Ａ 飢餓をゼロに 

「table for two※」という仕組みを利用し、双方の課題を解決す

る 

※先進国で１食とるごとに開発途上国に１食が贈られるという仕組み  

Ｂ 緑の豊かさを守ろう 
土地に木を植えたい人（企業・高齢者）×働きたい人（若者）を

マッチングするアプリの開発 

Ｃ 
質の高い教育を 

みんなに 
発展途上国の子どもに Zoomを活用した教育 

Ｄ 
質の高い教育を 

みんなに 
日本に住む外国人児童・生徒の宿題支援を行う 
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グループ アジェンダ 提言内容 

Ｅ 
ジェンダー平等を 

実現しよう 
学校からジェンダー不平等をなくしていく 

Ｆ 海の豊かさを守ろう 
海の生態系を守る！漁業従事者の雇用を守る！ 

観光資源としての海の価値を高める！ 

Ｇ 
質の高い教育を 

みんなに 
生徒同士が授業をするしくみをつくる 

Ｈ 
パートナーシップで 

目標を達成しよう 

企業と学生をつなぐ（ＳＮＳで学生の優秀なアイデアを採用し、

企業が実行する） 

Ｉ 

貧困をなくそう 

安全な水とトイレを世界中に 

エネルギーをみんなに 

平和と公正をすべての人に 

つくる責任使う責任 

人や国の不平等をなくそう 

フェアトレード（公平・公正な貿易）ついて、教育現場におい

て知る機会をつくる 

（２）三河会場 

グループ アジェンダ 提言内容 

Ａ 働きがいも経済成長も ベーシックインカムの導入 

Ｂ 
質の高い教育を 

みんなに 
質の高い授業のオンライン化 

Ｃ 緑の豊かさを守ろう 先進国の支援で発展途上国の森林を守る 

Ｄ 
ジェンダー平等を 

実現しよう 
過去と現在の価値観のギャップを若者が埋める取組 

Ｅ 海の豊かさを守ろう 
海洋汚染を防ぐために、小さな事でも自分たちができることを

やり続ける 

Ｆ 
人や国の不平等を 

なくそう 

ジェンダー、宗教、障がいの有無などの差別 

  →互いに理解し、尊重することでなくしていける 

Ｇ 
ジェンダー平等を 

実現しよう 
LGBTの人達がもっと声を上げられる社会を目指す 

 


